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 外からの目がそのように日本を捉えているのであれば、

そこには時代錯誤があるように思える。少なくともそのよ

うに理解するとする判断材料は戦前のものではなかろう

か。 先ごろの大戦後の半世紀、日本民族の気質というも

のは戦前とは似つかない異質なものとして育っているよ

うに思う。 こてんぱんにやられ、自信喪失し、からっぽの

頭に注入されたものは、西洋の、アングロサクソンの、肉食

人種のそれであり、はたして自慢できるものがあるだろう

か。 そこには自己主張の正当性があり、自己主張できる

ことこそが強い人間の条件であり、声高に権利の主張を出

来ることが能力である。 

 そんな中で、相手を思い遣るとか、謙譲の精神でとか、

無私の心でとか言い出したらどうなるか。 おそらくは頭

がおかしいのではないかと思われてしまう。 

自分の主張を通す、権利を主張することが悪いのではな

い。只それだけが強くなれば円滑な社会生活に支障があ

り、ギクシャクが起こり進展が困難となる。 国単位であれ

ば紛争となる。 

 今、世界の識者が、日本が古来から日本の美徳としても

つ道徳とか、謙譲とか、相手を立てる無私とか、礼儀の精

神を研究し、 これこそが人と人とが互いに共存できる最

後の手段ではないかと言い始めている。 

 戦後派が多くなった今日、これを言われれば、ドギマギし

てしまうが、元来日本民族のＤＮＡには織り込まれている精

神であり、潜在的に持ち合わせているはずである。 自信

を持ち、世界をリードできるのは日本古来の伝統と精神と

が人類繁栄の本質であることを説き、日本の役割として

堂々と世界に出かけてゆくことが望まれるのであるが、 

どうだろうか。 謙譲とはでしゃばらないことも包含して

おり、 むつかしいかなあ。 

  

オバマ大統領が来日して天皇陛下に接見した。 その際

の大統領のお辞儀が深すぎると、アメリカで問題になった

と。 ばかばかしい。 欧米人の高慢さの現れだろう。  

４０センチも身長差があればあのような形になるし、お辞

儀の文化の無い人にはお辞儀がぎこちないものになるこ

とは当然。 

  

大統領来日で残念なことが二つあった。 

一つ目は、大統領を玄関で出迎えるはずの鳩山総理の

出迎えが間に合わず、到着した車の中で大統領を５分間も

待たせてしまった。 おそらく側近の段取り違いと思うが、

これは言い訳の出来ない失態で、恥ずべきことである。 

二つ目は、大統領が離日する日に総理が不在で見送り

が出来なかったこと。 やむえぬ理由があったと言うであ

ろうが。それ以上に大切なことといえるかどうか。  

アジアの中で一番先に来て頂いて嬉しいと言いながら、 

言ったこととやったことの整合性が付かない。 

  またまた嬉しいニュースだ！ 

 我らが松井秀樹が遂にやりましたね。アメリカで一番

強いチームのしかも最高殊勲選手に選ばれた。 

日本でプレーしている頃からの本人の夢であったとい

うからすごいね。 （ちなみに現在世界で一番強い野球

チームはWBC の日本チームですが） 

９月には同じく日本人大リーガー「イチロー」が大記

録９年連続２００本安打を達成しているし、超一流しかも

トップの座に着くことがどれほどのことか、私には想像

も付かない世界であるが、 たゆまぬ鍛錬、精進と強

い精神力、何よりも真摯に、ひたむきに信ずる目標に向

かって突き進む精神力。 凡人が簡単に解説すること

は、彼らには失礼に当たるかな。 とにかくこれらの偉

業に大拍手と大賛辞を送ろう！ 

 

 

 

 

日本民族があらゆる部分で秀でていることが世界の

あちこちで言われているらしい。奥ゆかしい日本人は自

らのことをあまり発言することは無いが、外から見られ

た日本人観が好意を持って語られているらしい。 

特に道徳、礼儀、人間性の健全さが優れており、世界は

日本に習い、日本を手本にするべきだと言われている

らしい。本当だとすれば嬉しいことではあるが、当の日

本人は日本人をどのように捉えているのだろうか。 

 面映い感じこそすれ、とてもとてもそんなもんじゃな

いよというのが正直なところか。 

世界は混沌として纏まりがなく、とどまることの無い紛

争が続いている。 思想が、宗教が、民族が違うからと

相容れることは無い。覇権争い、主導権争いと、この状

況はおそらく地球のある限り終わることはないであろ

うと思われる。それぞれのグループの成り立ち、生きて

きた環境、世界が違えば違うだけの個というものが存

在し、これらを大同団結させ１つの纏まりにするというこ

と自体が無理な相談と言えそうである。 裁定を便宜

上国連に委ねても、無能な国連にその力は無い。国連

の成り立ちからしてのぞむべくも無い。 

 相反する主義主張があり、それでも纏まってゆかね

ば世界が成り立ってゆかない。 例えば目の前の課題、

地球温暖化対策。それぞれが自らの主張を通し現状打

開がなければ、いずれの日にか地球は大爆発し消滅す

るだけである。人類の叡智なんてものはそこに作用し

ない。救いの道があるとすれば、それは、そこにこそ日

本民族の精神がある。地球を救う最後の砦として、日本

民族の精神がある。 それは、日本の道徳、礼儀、謙譲

の精神であると。  

 こんなこと外から言われたら、日本人はどう返答する

か。 絶句・・・そして思わず後ずさりするのではないか。 

Ｂ 


